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月から 2014 年 3 月までの 3 ヶ月間、サンパウロ市に位置する〈吹禅尺八道場〉で 9 人の尺
八学習者を教え、2014 年 10 月から 2015 年 3 月にかけての 6 ヶ月間は、同市内で 6 人の学
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ブラジルの面積は 851 万 1965 平方キロメートル（およそ日本の面積の 22.5 倍）であり、







観する。歴史を遡れば、1500 年 4 月 22 日にポルトガルのペドロ・アルヴァレス・カブラ





















者又は日系の人々によって〈日本音楽舞踊研究会〉 Grupo de Estudos da Música e Dança 
Japonesa （1939 年設立）、〈ブラジル筝曲宮城会〉 Miyagi-kai do Brasil （1982 年設立）、〈ブ
ラジル邦楽協会〉 Associação Brasileira de Música Clássica Japonesa （1989年 2月 24日設立）、
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2008 年は日本からの移民が始まってから 100 周年記念の年であった。この頃までは、日
本の音楽や和楽器は、それをブラジルに取り入れた当事者である日本移民者や、日系人の
間で主に受け継がれてきた。しかし 2009 年ごろ、非日系人であるサンパウロ州のマテウ
ス・フルラン・フェレイラ Matheus Furlan Ferreira 、またリオ・グランデ・ド・スル州で





































































                                                                                                               
(2) インターネット通信ソフトウェアである。 
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 図 1 
 
（上参郷 1989: 503） 
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図 1 の通りに図式化されている。 
 月溪によると、演奏として虚無僧たちによって伝えられた古典本曲は、約 150 曲残存し
ている（月溪 2000: 6）。各地の虚無僧寺に伝承された古典本曲の数々は下記の通りである。 
 
 琴古流 ［一月寺（千葉県松戸市）と鈴法時（青梅市）］36 曲 
 根笹派錦風流（青森県）10 曲 
 明暗真法流［明暗時（京都市）］20 数曲（楽譜の伝説は 62 曲） 
 西園流（名古屋）21 曲 
 明暗対山派［明暗時（京都市）］32 曲 
 ［一朝軒（福岡市博多）］9 曲 
 越後の明暗時（現在の新潟県の南蒲原郡下田村）2 曲 














120-138）。Clayton の著作 Free Rhythm: ethnomusicology and the study of music without metre で
は次のように記載されている。 
 
In more scholarly terms, a common-sense definition of ‘free rhythm’ as ‘the rhythm of music 
without metre’ would translate as the rhythm of music without pulse-based periodic 
organization – in other words, free rhythm may or may not have a simple pulse, but where 
this pulse is organized periodically, free rhythm cannot be said to exist. (Clayton 1996: 
328-329) 
 
 リズムに関しては様々な概念があるが、本研究では Clayton の著書に基づいて、「自由リ
ズム」という表現を用いる。古典本曲では拍子が認められない（without pulse-based periodic 
organization）。さらに横山勝也、またその弟子である古屋輝夫や柿堺香の録音を聴くと、
                                                                                                               
(3) 国際尺八研修館に発行された曲集である。発行年不明。 
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(4) 「間」についての論文を調べてみると、次のような訳が見つかった。Jay Keister (2004): “silence”, “interval”, 
William E. Peal (2006): “space”, “silence” 。 
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 譜例 1 は《打破》の一つのフレーズであり、カタカナで「ヒイ―ヒ
イ―」と記されている。1 尺 8 寸（D 管）では採譜 1 の通り、ヒは C、
















採譜 1（反復）1 尺 8 寸管 
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